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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 13,768 16.4 1,567 △7.8 1,663 △4.4 752 △26.8
22年3月期第3四半期 11,824 8.1 1,699 △4.7 1,739 0.5 1,027 △2.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 10,161.01 10,160.32
22年3月期第3四半期 13,876.85 13,871.98

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 12,037 7,307 60.5 98,400.05
22年3月期 11,143 6,934 62.2 93,648.80

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  7,286百万円 22年3月期  6,931百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 1,250.00 ― 1,250.00 2,500.00
23年3月期 ― 1,250.00 ―
23年3月期 

（予想）
1,250.00 2,500.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,100 18.1 2,300 △3.8 2,396 △1.6 1,200 △24.4 16,206.36



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成22年５月14日に公表いたしました連結業績予想を修正しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につい
て、及び上記１に係る業績予想の具体的修正内容は、【添付資料】５ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定
性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.６「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 75,051株 22年3月期  75,016株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  1,000株 22年3月期  1,000株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 74,043株 22年3月期3Q 74,016株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期（平成22年４月１日～平成22年12月31日）における日本経済は、新興国の持続的な成長が内需にも

波及し景気回復の兆しが見える一方で、高水準な失業率や消費の節約志向・円高の進行も伴い、依然として足踏み

状態が続いております。加えて、企業は継続的な費用削減と業務効率化を推進すると同時に、商品やサービスの差

別化、顧客満足度を向上させる取り組みも引き続き強化しております。このような環境下において、グループ全体

としましては、第三次中期経営計画の１年目として、既存クライアント企業のニーズの掘り起こし及び新規クライ

アントへ既存事業の拡販活動などを積極的に行うとともに、当社グループの強みであるフィールドワーク専門子会

社拡大に向けた投資をはじめ、積極的な先行投資を行って参りました。海外事業においては、第２四半期に引き続

き、原価管理の徹底及び業務効率化の向上による収益改善に向けた取り組みを行って参りました。 

 この結果、当第３四半期の業績は、ロードアシスト事業においては、損害保険会社向けのサービスの利用増加な

どにより増収となりました。また、インシュアランス事業は買収した子会社の売上高計上及び少額短期保険の取り

扱い件数の増加により増収、プロパティアシスト事業は、不動産向け事業において契約数の増加及び駐車場管理会

社向けサービスにおいて第２四半期より開始した受託業務の拡大が寄与し、増収となりました。この結果、連結売

上高が13,768百万円（前年同期比16.4％増）となりました。売上原価につきましては、ロードアシスト事業のサー

ビス利用に伴う費用増加などにより10,718百万円（前年同期比20.7％増）となりました。この結果、売上総利益は

増加いたしました。 販売費及び一般管理費につきましては、主に人件費などが増加し1,482百万円（前年同期比

19.3％増）となりました。この結果、営業利益につきましては、1,567百万円（前年同期比7.8％減）となりまし

た。経常利益につきましては、為替変動の影響により為替差益が計上されましたが、1,663百万円（前年同期比

4.4％減）となりました。一方、下請代金返還金を特別損失として計上しました。なお、法人税等の税負担は590百

万円となりました。 

 これらにより当第３四半期純利益は752百万円（前年同期比26.8％減）となりました。 

  

  

     

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  前第３四半期 当第３四半期   
参考 

前連結会計年度 

売上高 11,824百万円 13,768百万円 （前年同期比16.4％増、1,944百万円増） 16,174百万円 

営業利益 1,699百万円 1,567百万円 （前年同期比7.8％減、132百万円減） 2,390百万円 

経常利益 1,739百万円 1,663百万円 （前年同期比4.4％減、75百万円減） 2,434百万円 

四半期（当期）純利益 1,027百万円 752百万円 （前年同期比26.8％減、274百万円減） 1,587百万円 

１株当たり当期純利益 13,876.85円 10,161.01円   21,449.98円 
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 下記、事業分類別の売上高並びに営業利益の実績は、平成22年４月に実施した新事業分類別変更に基き算出しており

ます。また、前第３四半期の実績も新事業分類別変更に基き遡及しております。これらは、下記の通り名称変更及び事

業の特性を考慮し４つのサービスを新しい事業へ変更しております。  

＜名称変更＞ 

旧：自動車関連部門   新：ロードアシスト事業 

旧：保険関連部門    新：インシュアランス事業 

旧：CRM関連部門     新：CRM事業 

旧：金融サービス部門  新：カード事業 

旧：不動産関連部門    新：プロパティアシスト事業 

旧：IT・その他関連部門 新：IT事業、派遣・その他事業 

  

＜サービスの変更＞ 

「延長保証サービス」：自動車関連部門からインシュアランス事業へ 

「カタログ送付代行」：自動車関連部門からCRM事業へ 

「パーキングサービス」：自動車関連部門からプロパティアシスト事業へ 

「国内カード会社向けコンタクトセンター」：金融サービス部門からCRM事業へ 

  

●ロードアシスト事業 

  損害保険会社や自動車メーカー向けにロードサービスを提供

しているロードアシスト事業は、損害保険会社向けサービスに

おいて、サービスの利用増加など既存受託業務が順調に成長し

たことなどにより増収となりました。 

営業利益につきましては、年末の悪天候の影響による費用増

加があったものの、当第３四半期では増益となりました。 

  

  

  

  前第３四半期 当第３四半期 

売上高 5,868百万円 6,825百万円 

営業利益 551百万円 646百万円 

（増減） （金額） （率）

売上 ＋957百万円 ＋16.3％ 

営業利益 ＋95百万円 ＋17.3％ 

●インシュアランス事業 

  保険・保証に関する様々な付加価値ソリューションを提供し

ているインシュアランス事業は、平成22年２月に買収した子会

社の売上高計上及び少額短期保険の取り扱い件数増加により増

収となりました。 

営業利益につきましては、少額短期保険が堅調に推移し、増

益となりました。 

  

  

  前第３四半期 当第３四半期 

売上高 1,855百万円 2,728百万円 

営業利益 298百万円 333百万円 

（増減） （金額） （率）

売上 ＋872百万円 ＋47.0％ 

営業利益 ＋35万円 ＋11.8％ 

●CRM事業 

  海外・国内のコンタクトセンターを提供しているCRM事業は、

国内において既存の通販関連事業が好調に推移しましたが、昨

年度末のアジア・オセアニア地域における大口案件の業務終了

と景気低迷の影響により減収となりました。 

  営業利益につきましては、事業全体の原価管理の徹底を図っ

ているものの、アジア・オセアニア地域で収益性が高い大口案

件が昨年度末に終了したため減益となりました。 

  

  

  前第３四半期 当第３四半期 

売上高 2,057百万円 2,003百万円 

営業利益 380百万円 231百万円 

（増減） （金額） （率）

売上 －53百万円 －2.6％ 

営業利益 －148百万円 －39.1％ 
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■地域別セグメントについて 

 当社はコンタクトセンターを基礎として、「日本」、「北米・欧州」、「アジア・オセアニア」の３つの地域別セグメ

ントから構成されており、地域別セグメントの売上高及び利益又は損失に関しては13ページに記載しております。 

  

●カード事業 

米国・香港・中国で日本人駐在員向けクレジットカード事業

を展開しているカード事業は、全体の会員数は堅調であったも

のの、円高の影響により減収となりました。 

営業利益につきましては、円高による減収要因があったもの

の、業務の効率化と原価管理の強化が費用の抑制につながり、

円高を吸収し増益となりました。 

  

  前第３四半期 当第３四半期 

売上高 1,161百万円 1,018百万円 

営業利益 265百万円 288百万円 

（増減） （金額） （率）

売上 －142百万円 －12.3％ 

営業利益 ＋22百万円 ＋8.6％ 

●プロパティアシスト事業 

分譲・賃貸マンション・戸建ての占有部の一次修繕とコイン

パーキングのメンテナンスを提供するプロパティアシスト事業

は、既存受託業務のサービス利用増加と第２四半期より開始し

た新たなクライアント企業からの受託業務が順調に拡大し、増

収となりました。 

営業利益につきましては、サービス利用に伴う費用増加、子

会社における設備投資等が発生したため、減益となりました。

  

  前第３四半期 当第３四半期 

売上高 461百万円 728百万円 

営業利益 156百万円 29百万円 

（増減） （金額） （率）

売上 ＋266百万円 ＋57.8％ 

営業利益 －127百万円 －81.4％ 

●IT事業 

IT事業におきましては、IT関連子会社の既存事業が堅調に拡

大したことにより増収となりました。 

営業利益につきましては、既存事業拡大のための人件費の増

加により、減益となりました。 

  

  前第３四半期 当第３四半期 

売上高 298百万円 352百万円 

営業利益 30百万円 28百万円 

（増減） （金額） （率）

売上 ＋54百万円 ＋18.3％ 

営業利益 －1百万円 －5.5％ 

●派遣・その他事業 

派遣・その他事業におきましては、売上高が景気低迷の影響

を受け派遣業務が縮小したことにより減収となりました。 

営業利益につきましては、売上高が減少したことにより減益

となりました。 

  

  前第３四半期 当第３四半期 

売上高 121百万円 111百万円 

営業利益 8百万円 3百万円 

（増減） （金額） （率）

売上 －10百万円 －8.5％ 

営業利益 －5百万円 －58.8％ 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

〔財政状況〕 

 当第３四半期末における総資産は、12,037百万円となり前連結会計年度末と比べ893百万円増加となりました。

流動資産は現金及び預金が550百万円増加、有価証券が144百万円増加し、流動資産は706百万円増加いたしまし

た。一方、固定資産については、投資有価証券の取得等により187百万円増加いたしました。 

 負債に関しましては、支払手形及び買掛金が12百万円増加、前受金が355百万円増加、資産除去債務が131百万

円増加となりました。これらにより負債合計では前連結会計年度末より521百万円増加し、4,730百万円となりま

した。 

 また、純資産については、配当支払いが平成22年６月及び12月に発生いたしましたが、四半期純利益が752百万

円であったため前連結会計年度末に比べ372百万円増加しております。 

〔キャッシュ・フローの状況〕 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、1,591百万円の収入となりました。

主なプラス要因は、税金等調整前四半期純利益が1,317百万円、減価償却費が466百万円、仕入債務の増加額が50

百万円、その他の負債の増加額が551百万円等であり、主なマイナス要因は、売上債権の増加額が92百万円、未払

消費税等の減少額が89百万円、法人税等の支払額が842百万円等であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、854百万円の支出となりました。主

な要因は、有形及び無形固定資産の取得による支出が473百万円、投資有価証券の取得による支出が442百万円、

差入保証金の差入による支出が42百万円、差入保証金の回収による収入が32百万円と補助金の受取額が21百万円

等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 当第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、53百万円の支出となりました。主

な要因は、長期借入れによる収入が100百万円と配当金の支払額が159百万円等によるものであります。 

 以上の結果、当第３四半期末における現金及び現金同等物の残高は4,591百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日～平成22年12月31日)の売上高につきましては、業績予想通りに推

移しているものの、当第３四半期における実績及び、ロードアシスト事業における今後の季節要因によるサービス

コストの増加とプロパティアシスト事業におけるサービスコストの継続的な増加等を勘案し、平成22年５月14日に

公表いたしました連結業績予想を修正しております。詳しくは、本日別途発表いたしました「特別損失の計上並び

に業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な

情報に基づき当社で判断したものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想と異なる可能性がありま

す。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

 ① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

前連結会計年度決算において算定した貸倒実績率を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

 ② 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理方法の変更）  

 ① 資産除去債務に関する会計基準の適用  

    第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。  

   これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ 千円減少し、税金等調整前四半期純利益は 千円減

少しております。  

 ② 企業結合に関する会計基準等の適用 

   当第３四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係

る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企

業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26

日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号

平成20年12月26日）を適用しております。 

  

２．その他の情報

8,301 55,416
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,596,390 4,045,999

受取手形及び売掛金 1,814,633 1,754,300

有価証券 233,651 88,931

商品及び製品 12,058 4,223

原材料及び貯蔵品 9,242 9,975

立替金 1,980,595 1,870,271

その他 482,868 650,704

貸倒引当金 △57,255 △58,812

流動資産合計 9,072,184 8,365,595

固定資産   

有形固定資産   

その他（純額） 1,599,921 1,642,638

有形固定資産合計 1,599,921 1,642,638

無形固定資産   

その他 429,423 382,024

無形固定資産合計 429,423 382,024

投資その他の資産   

その他 983,241 805,122

貸倒引当金 △47,357 △51,677

投資その他の資産合計 935,884 753,445

固定資産合計 2,965,229 2,778,107

資産合計 12,037,414 11,143,702
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 958,180 945,958

短期借入金 364,250 334,250

未払法人税等 71,775 392,869

前受金 1,310,900 955,183

賞与引当金 121,636 130,154

その他 1,503,776 1,195,792

流動負債合計 4,330,518 3,954,209

固定負債   

長期借入金 138,500 68,500

退職給付引当金 51,005 48,077

資産除去債務 131,258 －

その他 78,881 138,026

固定負債合計 399,645 254,603

負債合計 4,730,163 4,208,813

純資産の部   

株主資本   

資本金 986,472 985,789

資本剰余金 547,101 546,418

利益剰余金 6,299,227 5,732,718

自己株式 △137,000 △137,000

株主資本合計 7,695,800 7,127,926

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 7,987 △8,287

為替換算調整勘定 △417,165 △188,129

評価・換算差額等合計 △409,178 △196,417

少数株主持分 20,627 3,380

純資産合計 7,307,250 6,934,889

負債純資産合計 12,037,414 11,143,702
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 11,824,266 13,768,467

売上原価 8,882,565 10,718,838

売上総利益 2,941,700 3,049,629

販売費及び一般管理費 1,242,555 1,482,501

営業利益 1,699,145 1,567,127

営業外収益   

受取利息 10,560 4,227

有価証券利息 － 11,965

受取配当金 3,843 6,139

持分法による投資利益 1,202 －

為替差益 30,995 81,856

その他 6,549 13,415

営業外収益合計 53,151 117,603

営業外費用   

支払利息 6,526 8,419

持分法による投資損失 － 4,243

固定資産除却損 2,767 －

その他 3,445 8,258

営業外費用合計 12,738 20,921

経常利益 1,739,558 1,663,809

特別利益   

固定資産売却益 8,427 －

貸倒引当金戻入額 6,781 5,738

補助金収入 6,862 －

その他 2,632 1,311

特別利益合計 24,704 7,050

特別損失   

固定資産売却損 999 －

投資有価証券評価損 35,000 －

事務所移転費用 20,716 －

下請代金返還金 － 225,562

その他 3,903 127,826

特別損失合計 60,619 353,389

税金等調整前四半期純利益 1,703,643 1,317,470

法人税、住民税及び事業税 614,764 522,776

法人税等調整額 59,516 67,941

法人税等合計 674,281 590,717

少数株主損益調整前四半期純利益 － 726,752

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2,253 △25,599

四半期純利益 1,027,108 752,351
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,703,643 1,317,470

減価償却費 337,777 466,816

のれん償却額 8,310 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,009 △4,801

賞与引当金の増減額（△は減少） △89,546 △7,807

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,014 3,106

受取利息及び受取配当金 △14,403 △22,331

支払利息 6,526 8,419

為替差損益（△は益） △28,787 △49,439

持分法による投資損益（△は益） △1,202 4,243

補助金収入 △6,862 △1,311

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） △7,428 －

固定資産圧縮損 83 －

投資有価証券評価損益（△は益） 35,000 57,764

事務所移転費用 20,716 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 47,114

下請代金返還金 － 225,562

売上債権の増減額（△は増加） △23,488 △92,568

たな卸資産の増減額（△は増加） △15,699 △7,101

その他の資産の増減額（△は増加） 22,181 △44,312

仕入債務の増減額（△は減少） △8,854 50,405

その他の負債の増減額（△は減少） 470,376 551,974

未払消費税等の増減額（△は減少） 107,840 △89,881

その他 △1,270 3,832

小計 2,516,915 2,417,157

法人税等の支払額 △971,450 △842,510

利息及び配当金の受取額 14,403 20,558

利息の支払額 △6,526 △4,072

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,553,342 1,591,132
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △474,836 △473,641

投資有価証券の取得による支出 △80,400 △442,236

貸付けによる支出 △6,769 △6,200

貸付金の回収による収入 13,199 13,370

投資有価証券の償還による収入 － 39,790

差入保証金の差入による支出 △34,200 △42,721

差入保証金の回収による収入 44,954 32,055

補助金の受取額 59,986 21,241

定期預金の預入による支出 △17 △1

定期預金の払戻による収入 － 4,291

その他 △12,744 △441

投資活動によるキャッシュ・フロー △490,828 △854,495

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 700,000

短期借入金の返済による支出 － △700,000

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △25,000 －

株式の発行による収入 － 1,365

配当金の支払額 △138,548 △159,586

少数株主からの払込みによる収入 － 42,883

少数株主への配当金の支払額 △9,600 －

リース債務の返済による支出 △39,309 △38,074

財務活動によるキャッシュ・フロー △212,458 △53,412

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,882 △127,936

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 839,173 555,288

現金及び現金同等物の期首残高 3,974,435 4,036,102

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,813,609 4,591,390
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該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．事業区分の方法 

 事業の種類の区分は、市場の類似性を考慮して決定しております。 

２．各区分に属する主要な事業内容 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）欧州 ……………………… イギリス、フランス 

(2）北米 ……………………… 米国 

(3）アジア・オセアニア …… シンガポール、香港、中国、タイ、オーストラリア 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
ＢＰＯ事業 
（千円） 

IT・その他 
関連事業 
（千円） 

計（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                          

(1）外部顧客に対する売上高  11,404,327  419,938  11,824,266  －  11,824,266

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 16,237  252,537  268,775  (268,775)  －

計  11,420,564  672,476  12,093,041  (268,775)  11,824,266

営業利益  2,015,055  38,940  2,053,996  (354,850)  1,699,145

事業区分 主要な事業内容 

ＢＰＯ事業 カスタマーコンタクトセンターの構築・運営のアウトソーシング業務等 

IT・その他関連事業 
システムやカスタマーコンタクトセンターのインフラなどの構築、人材派遣事業、その

他インフォメーションサポート業務 

  
日本 

（千円） 
欧州 

（千円） 
北米 

（千円） 

アジア・ 
オセアニア
（千円） 

計（千円） 
消去又は 
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売

上高 
 9,744,068  124,385  1,256,629  699,182  11,824,266  －  11,824,266

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 133,317  55,904  169,431  192,841  551,495  (551,495)  －

計  9,877,386  180,290  1,426,061  892,023  12,375,761  (551,495)  11,824,266

営業利益（又は営業損失△)  1,525,391  △50,857  334,733  249,934  2,059,201  (360,056)  1,699,145
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〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）欧州 ……………………… イギリス、フランス 

(2）北米 ……………………… 米国 

(3）アジア・オセアニア …… シンガポール、香港、中国、タイ、オーストラリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

 当社グループの事業は、主にカスタマーコンタクト業務、アシスタンス業務、アフターサービスに関する業

務、決済及び請求業務、損害調査業務、支払業務などのサービスを企画・提供するものであり、コンタクトセ

ンターや関係会社をグローバルに展開しております。 

 コンタクトセンターは、秋田ＢＰＯキャンパスを中核として、米国、英国、シンガポール、豪州、香港など

の海外拠点に設置しております。 

 したがって、当社は、コンタクトセンターを基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日

本」、「北米・欧州」、「アジア・オセアニア」の３つを報告セグメントとしております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、親会社の管理部門にかかる費用であります。   

  欧州 北米 アジア・オセアニア 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  86,207  1,300,573  671,649  2,058,430

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  －  11,824,266

Ⅲ 連結売上高に占める海

外売上高の割合（％） 
 0.7  11.0  5.7  17.4

     （単位：千円）

  報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額    日本 北米・欧州 

アジア・ 
オセアニア 

計 

売上高            

外部顧客への売上高  12,065,321 1,267,984 435,162 13,768,467 － 13,768,467

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 94,812 158,198 191,366 444,377  (444,377) － 

計  12,160,133 1,426,182 626,529 14,212,845  (444,377) 13,768,467

セグメント利益  1,410,162 355,172 161,513 1,926,847  (359,720) 1,567,127

  （単位：千円）

 利益  金額 

報告セグメント計  1,926,847

セグメント間取引消去  4,217

全社費用（注）  △363,938

四半期連結損益計算書の営業利益  1,567,127
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４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

該当事項はありません。  

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。  

  

該当事項はありません。 

  

  

（１）生産、受注及び販売の状況 

  ① 生産実績及び受注状況 

 当社グループの提供するサービスの受注生産は僅少であるため、記載を省略しております。 

  

 ② 販売実績 

 当第３四半期連結累計期間の販売実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。 

３．当第３四半期連結累計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は

次のとおりであります。  

  

（注）本表の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

報告セグメントの名称 金額（千円） 前年同期比（％） 

日本  12,065,321 － 

北米・欧州  1,267,984 － 

アジア・オセアニア   435,162 － 

合計  13,768,467 － 

相手先 

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

 金額（千円）  割合（％）  金額（千円）  割合（％）

日本興亜損害保険株式会社  2,459,504  20.8  2,902,221  21.1
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